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内科学講座第二 
著書 
1. 佐藤秀一、三宅達也、古田晃一朗、岡本栄祐、石根潤一、木下芳一：開け

ばわかる超音波解剖ポケットアトラス（翻訳）．木下芳一編：南江堂，東京，

2007 
2. 木下芳一、足立経一、三木雅治、谷村隆志、越野健司、安積貴年、古田賢

司：これでわかる NERD 治療のすべて．木下芳一、足立経一編：南江堂，
東京，2007 

3. 木下芳一、越野健司：咀嚼と嚥下の機構 コアカリ対応 よくわかる病態

生理学 3 消化器疾患．森脇久隆編：日本医事新報社，東京，5-6，2007 
4. 大瀬貴之、木下芳一：膠原病の消化器病変 消化器疾患最新の治療 

2007-2008．菅野健太郎、上西紀夫、井廻道雄編：南江堂，東京，251-254，
2007 

5. 木下芳一：胃食道逆流症 ガイドライン外来診療：日経メディカル，東京，

137-143，2007 
6. 木下芳一、三島優子、高橋芳子：3.逆流性食道炎 必携女性の医療学ー外

来で役立つ実践ガイドー：永井書店，東京，436-439，2007 
7. 古田賢司、木下芳一：消化管・腹壁・腹膜小児外科 Year Note ATLAS 第

３版：MEDIC MEDIA，東京，2007 
8. 木下芳一：症例から診断へのルート ①原因不明の心窩部痛 レジデント

のための消化器診療スケジュール．木下芳一編：南江堂，東京，2-3，2007 
9. 木下芳一：検査オーダー時の注意とチェックポイント ⑦便潜血検査 レ

ジデントのための消化器診療スケジュール．木下芳一編：南江堂，東京，

50-51，2007 
10. 足立経一：レジデントのための消化器診療スケジュール．木下芳一，足立

経一，他編：南江堂，東京，80-83，2007 
11. 木下芳一：上部消化管疾患 ②アカラシア レジデントのための消化器診

療スケジュール．木下芳一編：南江堂，東京，84-87，2007 
12. 木下芳一：上部消化管疾患 ⑨胃潰瘍 レジデントのための消化器診療ス

ケジュール．木下芳一編：南江堂，東京，112-115，2007 
13. 木下芳一：上部消化管疾患 ⑭Zollinger-Ellison 症候群 レジデントのため

の消化器診療スケジュール．木下芳一編：南江堂，東京，130-133，2007 
14. 木下芳一ら：レジデントのための消化器診療スケジュール．木下芳一編：

南江堂，東京，312-315，2007 
15. 古田賢司：レジデントのための消化器診療スケジュール 細胞診、早期食

道癌、進行食道癌、非特異性多発性小腸潰瘍、膵臓癌、膵内分泌腫瘍、膵
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嚢胞性疾患．木下芳一編：南江堂，東京，2007 
16. 木下芳一、古田賢司：食道の構造と部位による違い コアカリ対応 よく

わかる病態生理学 3 消化器疾患．森脇久隆編：日本医事新報社，東京，
2-4，2007 

17. 木下芳一、三木雅治：嚥下困難、嚥下障害 コアカリ対応 よくわかる病
態生理学 3 消化器疾患．森脇久隆編：日本医事新報社，東京，7-10，2007 

18. 木下芳一、天野祐二：食道癌 コアカリ対応 よくわかる病態生理学 3 消
化器疾患．森脇久隆編：日本医事新報社，東京，11-14，2007 

19. 木下芳一、岡本栄祐：食道静脈瘤 コアカリ対応 よくわかる病態生理学
3 消化器疾患．森脇久隆編：日本医事新報社，東京，15-18，2007 

20. 木下芳一、足立経一：胃食道逆流症・逆流性食道炎 コアカリ対応 よく
わかる病態生理学 3 消化器疾患．森脇久隆編：日本医事新報社，東京，
19-23，2007 

21. 木下芳一、安積貴年：マロリー・ワイス症候群  コアカリ対応 よくわ
かる病態生理学 3 消化器疾患．森脇久隆編：日本医事新報社，東京，24-26，
2007 

22. 木下芳一：2）食道裂孔ヘルニア 内科学 第 9版．杉本恒明、矢﨑義雄編：
朝倉書店，東京，799-800，2007 

23. 木下芳一：3）食道炎、食道潰瘍 内科学 第 9版．杉本恒明、矢﨑義雄編：
朝倉書店，東京，800-803，2007 

24. 木下芳一：つらい「胸やけ」スッキリ、胃食道逆流症といわれたら：保健
同人社，東京，，2007 

25. 天野祐二：消化器内視鏡挿入法：３５の基本とコツ 球部をくまなく見る．
桑山 肇編：ヴァンメディカル，東京，44-45，2007 

26. 木下芳一、古田賢司：よくわかる病態生理 3消化器疾患 食道の構造と部
位による違い．松尾 理監修  森脇久隆編集：日本医療事務新報社，東京，
2-4，2007 

27. 木下芳一：悪心、嘔吐 今日の治療指針 2007．山口 徹、北原充夫、福井
次矢編：医学書院，東京，359，2007 

28. 木下芳一、天野祐二：よくわかる病態生理学３：消化器疾患 食道癌．森
脇久隆編：日本医事新報社，東京，11-14，2007 

29. 佐藤秀一：分子消化器病．木下芳一編：先端医学者，東京，348-355，2007 
30. 谷村隆志：出血性ショック 今日の治療指針 2008年版：医学書院，東京，

16，2008 
31. 木下芳一：2．食道疾患 ①胃食道逆流症 第 3版 わかりやすい内科学．

井村裕夫編：文光堂，東京，535-536，2008 
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32. 福原寛之、木下芳一、川口美喜子：胃炎 今日の病態栄養療法改定第 2版．
渡辺明治、福井富穂編：南江堂，東京，130-133，2008 

33. 千葉 勉、飯田三男、松井敏幸、鈴木康夫、伊藤俊之、樫田博史、木下芳
一、鳥居 明、溝上 裕：偽膜性大腸炎 重篤副作用疾患別対応マニュア

ル 第 2集：日本医薬情報センター，東京，141-167，2008 
34. 千葉 勉、溝上裕士、伊藤俊之、太田慎一、飯田三男、樫田博史、木下芳

一、鈴木康夫、鳥居 明、松井敏幸：消化性潰瘍 重篤副作用疾患別対応

マニュアル 第 2集：日本医薬情報センター，東京，169-184，2008 
35. 千葉 勉、木下芳一、樫田博史、鳥居 明、飯田三男、伊藤俊之、鈴木 康

夫、松井敏幸：麻痺性イレウス 重篤副作用疾患別対応マニュアル 第 2
集：日本医薬情報センター，東京，185-203，2008 

36. 木下芳一、越野健司：逆流性食道炎 専門医のための薬物療法 Q&A 消化
器．渡辺純夫、三輪洋人編：中外医学社，東京，2-16，2008 

37. 木下芳一：今後に残された課題 これならわかるバレット食道．木下芳一、
天野祐二編：ヴァンメディカル，東京，87-89，2008 

38. 天野祐二：バレット食道の定義とその医学的意義ははっきりしているの
か？ これならわかるバレット食道．木下芳一、天野祐二編：ヴァンメデ

ィカル，東京，13-18，2008 
39. 石原俊治：バレット食道の成因は何か？ これならわかるバレット食道．

木下芳一、天野祐二編：ヴァンメディカル，東京，19-28，2008 
40. 足立経一：バレット食道の胃食道逆流症における位置付けと症状の特徴は

何か？ これならわかるバレット食道．木下芳一、天野祐二編：ヴァンメ

ディカル，東京，37-43，2008 
41. 天野祐二：バレット食道の診断とその問題点は何か？ これならわかるバ

レット食道．木下芳一、天野祐二編：ヴァンメディカル，東京，44-45，2008 
42. 天野祐二：バレット食道の発癌リスクを考えるとその経過観察は必要か？ 

これならわかるバレット食道．木下芳一、天野祐二編：ヴァンメディカル，

東京，56-64，2008 
43. 石村典久：バレット食道の治療と発癌予防はどうしたらよいか？ これな

らわかるバレット食道．木下芳一、天野祐二編：ヴァンメディカル，東京，

65-76，2008 
44. 古田賢司：バレット腺癌の治療はどうしたらよいか？ これならわかるバ

レット食道．木下芳一、天野祐二編：ヴァンメディカル，東京，77-86，2008 
45. 高橋芳子：症例提示 これならわかるバレット食道．木下芳一、天野祐二

編：ヴァンメディカル，東京，90-94，2008 
46. 三島優子：症例提示 これならわかるバレット食道．木下芳一、天野祐二
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編：ヴァンメディカル，東京，95-97，2008 
47. 結城崇史：症例提示 これならわかるバレット食道．木下芳一、天野祐二

編：ヴァンメディカル，東京，98-100，2008 
48. 天野祐二：編集後記 これならわかるバレット食道．木下芳一、天野祐二

編：ヴァンメディカル，東京，101，2008 
49. 天野祐二：胃食道逆流症 ガイドライン 外来診療 2008．泉 孝英編：日

経メディカル開発，東京，97-102，2008 
50. 天野祐二，木下芳一：胃食道逆流症の診かた。バレット食道と食道腺癌の

診断：南山堂，東京，1950-1955，2008 
51. 木下芳一：２．食道疾患 ①胃食道逆流症 第 3版 わかりやすい内科学．

井村裕夫編：文光堂，東京，535-536，2008 
52. 天野祐二：日本人の Barrett食道：前癌状態としてフォローアップすべきか：

メディカルビュー，東京，288-294，2008 
 
学術論文 
1. 谷村隆志, 足立経一, 石村典久, 木下芳一. 非心臓性胸痛にて救急外来受診

例における胃食道逆流症の頻度についての検討. 日本消化器病学会雑誌 
105(1): 54-59, 2007 

2. 天野祐二. Barrett 食道の治療とサーベイランス. 臨床消化器内科 22(1): 
83-90, 2007 

3. 越野健司、三木雅治、安積貴年、古田賢司、足立経一、木下芳一. プロト
ンポンプ阻害薬の内服は適切な時間に行われているか？消化器内科医の処

方実態調査. 消化器の臨床 10(1): 109-113, 2007 
4. Kouichirou Furuta, SHuichi Sato, Tishikazu Kinoshita. Abnormal liver function in 

Crohn's disease related to location of Disease lesions. Inflammatory Bowel 
Diseases 14(1): 138-139, 2007 

5. Yuji Amano, Norihisa Ishimura, Kinoshita. The esophagogastric junction can only 
be assessed by histologic examination.. Gastrointestinal Endoscopy 65(1): 
181-182, 2007 

6. 森山一郎、石原俊治、佐藤秀一、足立経一、木下芳一、三宅達也、天野祐

二. 健康人に発症した肝障害を伴ったサイトメガロウイルス（CMV）胃腸
炎の 1例. 消化管の臨床 12(2): 87-91, 2007 

7. Miwa H, Nakajima K, Yamaguchi K, Fujimoto K, Veldhuyzen VAN Zanten 
SJ,Kinoshita Y, Adachi K, Kusunoki H, Haruma K. Generation of dyspeptic 
symptoms by direct acid infusion into the stomach of healthy Japanese subjects.. 
Alimentary Pharmacology and Therapeutics 26(2): 257-264, 2007 
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8. Chinuki D, Amano Y, Ishihara S, Moriyama N, Ishimura N, Kazumori H, 
Kadowaki Y, Takasawa S, Okamoto H, Kinoshita Y. REG Ialpha protein 
expression in Barrett's esophagus. Journal of gastroenterology and hepatology 
23(2): 296-302, 2007 

9. 足立経一、古田賢司、越野健司、三木雅治、安積貴年、木下芳一. 【NERD
の病態と治療】NERD 治療の目標・スタラテジー（内科医の立場から）. 
G.I.Research 15(3): 209-215, 2007 

10. Ose T, Kadowaki Y, Fukuhara H, Kazumori H, Ishihara S, Udagawa J, Otani H, 
Takasawa S, Okamoto H, Kinoshita Y. Reg I-knockout mice reveal its role in 
regulation of cell growth that is required in generation and maintenance of the 
villous structure of small intestine.. Oncogene 26(3): 349-359, 2007 

11. 大谷 文、足立経一、木下芳一、天野祐二. 食道疾患と細菌：Helicobacter 
pylori感染に関連する食道疾患を中心に. 臨床消化器内科 22(3): 1177-1183, 
2007 

12. 石原俊治. 胃粘膜細胞の H.pylori 病原性因子認識機構とその解析法. 分子
消化器病 4(4): 84-88, 2007 

13. 足立経一, 有馬範行, 本田千恵, 木下芳一. 生活習慣病と H.pylori 感染 
Helicobacter pylori 感染と動脈硬化の関連 . Helicobacter Research 11(4): 
361-365, 2007 

14. 木下芳一、古田晃一朗. 食事の欧米化にともなう酸関連疾患の変化. 日本消
化器病学会雑誌 104(4): 501-508, 2007 

15. 三島優子、天野祐二、高橋芳子、沖田浩一、三島義之、石原俊治、木下芳
一. 液体試験食温度の胃排出能に及ぼす影響. Therapeutic Research 28(4): 
611-613, 2007 

16. 村田みどり、藤代浩史、石原俊治、赤木収二、本田千恵、柴垣広太郎、芦
澤信雄、河村 朗、藤澤智雄、平川和也、木下芳一. プロマックＤ錠の内
服のしやすさについての検討ー顆粒剤との比較検討ー . 消化器の臨床 
10(5): 525-529, 2007 

17. Aziz MM, Ishihara S, Rumi MA, Mishima Y, Oshima N, Kadota C, Moriyama I, 
Li YY, Rahman FB, Otani A, Oka A, Ishimura N, Kadowaki Y, Amano Y, 
Kinoshita Y. Prolactin induces MFG-E8 production in macrophages via 
transcription factor. Apoptosis 13(5): 609-620, 2007 

18. 足立経一. 非びらん性胃食道逆流症(NERD)の長期経過についての検討. 
Therapeutic Research 28(5): 819-822, 2007 

19. 木下芳一、古田賢司、足立経一.  GERD の病態 －NERD の特殊性－. 特
集 胃食道逆流症（GERD）. 日本臨床 65(5): 822-828, 2007 
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20. 木下芳一、古田賢司、足立経一. 【胃食道逆流症（GERD） 非びらん性逆
流症（NERD）を含めて】GERD の病態-NERD の特殊性. 日本臨床 65(5): 
822-828, 2007 

21. Joh T, Miwa H, Higichi K, Shimatani T, Manabe N, Adachi K, Wada T, Sasaki M, 
Fujiwara Y, Hongo M, Chiba T, Kinoshita Y. Validity of endoscopic classification 
for non-erosive reflux disease. Journal of Gastroenterology 42(6): 444-449, 2007 

22. Amano Y, Kushiyama Y, Yuki T, Takahashi Y, Chinuki D, Ishimura N, Furuta K, 
Ishihara S, Adachi K, Maruyama R, Kinoshita Y.. Predictors for squamous 
re-epithelialization of Barrett's esophagus after endoscopic biopsy. Journal of 
gastroenterology and hepatology 22(6): 901-907, 2007 

23. 藤秀一、木下芳一. 味覚障害 1.胃食道逆流症（GERD）患者は定型症状では
なく味覚障害を訴えることもある。. 内科 99(6): 1195-1196, 2007 

24. 飯野靖彦、松尾清一、木下芳一. 日本における慢性腎臓病の実態と上部消
化管疾患治療. Medical Tribune 40(8): 16-17, 2007 

25. Kouichirou Furuta, Shuichi Sato, Yoshikazu Kinoshita et al. Anti-tumor effects of 
cimetidine on hepatocellular carcinoma in diethylnitrosamine-treated rats. 
Oncology Report 19(8): 361-368, 2007 

26. Miyake T, Sato S, Okamoto E, Ishine J, Oshima N, Azumi T, Mishiro T, Furuta K, 
Ishihara S, Adachi K, Amano Y, Kinoshita Y. Feru-Carbotran expands area treated 
by radiofrequency ablation in rabbit livers. Journal of gastroenterology and 
hepatology 23(9): 123-129, 2007 

27. 足立経一、古田賢司、木下芳一. 手技の解説 食道裂孔ヘルニアの正確な
診断. Gastroenterological Endoscopy 49(9): 2540-2549, 2007 

28. 天野祐二，森山修行，木下芳一. ＮＳＡＩＤｓ大腸粘膜障害－診断・治療
－. 日本臨床 65(10): 1879-1884, 2007 

29. 三島義之、森山一郎、三島優子、石原俊治、木下芳一. 【NSAID潰瘍 診
断・予防・治療の最新動向】超高齢化社会における NSAID潰瘍対応. 日本
臨床 65(10): 1902-1905, 2007 

30. 木下芳一、天野祐二. 内視鏡的胃炎と上腹部症状の関係. 日本消化器病学会
雑誌 104(11): 1573-1579, 2007 

31. Furuta K, Adachi K, Arima N, Yagi J, Tanaka S, Miyaoka Y, Miki M, Azumi T, 
Koshino K, Ishihara S, Amano Y, Kinoshita Y. Study of arteriosclerosis in 
spatients with hiatal hernia and reflux esophagitis. Journal of gastroenterology and 
hepatology 22(11): 1732-1736, 2007 

32. 石村典久、木下芳一. 生活習慣病からみた消化器疾患 胃炎・胃潰瘍・胃
がん. 総合臨床 56(11): 3033-3039, 2007 
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33. 古田賢司, 足立経一, 木下芳一, 天野祐二, 丸山理瑠敬. 上部消化管疾患の
栄養療法. 日本消化器病学会雑誌 104(12): 1698-1706, 2007 

34. 谷村隆志、橋口尚幸、坂野 勉、足立経一、木下芳一. 【DATA で読み解
く内科疾患】 消化器 胃食道逆流症. 綜合臨床 56(増刊号): 1053-1060, 
2007 

35. Chan FKL, Gold BD, Kinoshita Y, Chan AOO, Wong MSR, Makmun HD, 
Ovarlarnporn B, Vivatvakin B, Lin JT, Sheu BS, Chang WH. Introduction:current 
practice in acid-related disorders in Asian countries, and workshop backgraund, 
design and goals. Alimentary Pharmacology and Therapeutics sinposium series 3: 
1-5, 2007 

36. 木下芳一、足立経一、天野祐二. 見えないお腹の病気。機能性ディスペプ
シアと非びらん性胃食道逆流症. 山陰中央新報 健康生活 : 4-5, 2007 

37. 寺野 彰、木下芳一、杉山敏郎、城 卓志. 欧米とわが国におけるＥＢＭ
とガイドライン. MEDICAMENT NEWS 1914: 20-23, 2007 
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